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1．  放射線教育専門の組織「放射線教育支援室」
について

　愛媛大学学術支援センター「放射線教育支援室」
は，本学学生への教育のみならず，学外に向けた放
射線の基礎知識の普及を行っています。当センター
は研究内容に応じた 6部門からなる教育研究活動を
支援する組織です。放射線教育支援室は，その組織
の 1つで，各部門の部門長，各学部 RI施設と附属
病院の放射線取扱主任者を主な構成員とし，更に教
育学部，法文学部など文系学部の教員も加わり，
様々な視点や立場から放射線をみて，それぞれの
ニーズに応じた放射線教育を行っています。

2．看護学生のための放射線教育講習会の開催
　これまでにも出張講義や講習会の開催など多岐に
わたって放射線教育を行っていますが，その活動の
一環として平成 27年度に「看護学生のための放射
線講習会」を行いました。
　看護学生は将来，多くの卒業生が看護職に就き，
診療行為など何らかの状況で放射線に関わることが
あります。愛媛大学医学部看護学科では，放射線教
育支援室の教員により授業の中で放射線について講
義を行っており，当校を卒業する看護学生は放射線
について基礎的な知識を学んでいます。
　しかし看護専門学校などでは放射線について学べ
る環境が十分とは言えないのが現状です。そのよう
な背景もあり，本講習会を開催しました。
　県下の看護学校に案内したところ夏期休暇中にも
かかわらず 5校 44名が講習会に参加し，講義と実
習を受講しました。
　本講習会は①講義（50分×4），②実習と見学

（100分）の 2本立てです。まず放射線の知識を一
通り学んでもらうため，3名の専門家により講義を
行いました。

3．講義内容
3.1　放射線について

　まず放射線の基礎的な知識について説明しまし
た。ここでの理解が後半の人体影響や防護，実習の
理解度とも関わってくるので，単位や間違いやすい
用語の説明に重点を置き丁寧に説明しました。

3.2　放射線の人体への影響
　次に放射線における最も重要な人体への影響につ
いて講義を行いました。多くの人はなんとなく怖
い，体に悪いということを知ってはいますが，実際
にどのような影響が起きるかを詳しく説明しまし
た。将来看護の専門家になる受講生たちはとても真
剣に講義を受けていました。

3.3　放射線防護の方法について
　人体への影響を学んだところで，次に防護の方法
等についての講義を行いました。その中では，福島
での原子力災害の事故等を例に挙げ，放射線事故の
状況に応じた対応方法や，人体への影響とリスクベ
ネフィットの関係などを説明しました。

3.4　病院における被ばく管理について
　続いて，本学医学部附属病院の放射線取扱主任者
で，教育支援室の室員でもある中央診療施設放射線
部の放射線技師の方に講師になっていただき，放射
線と関係した治療装置の説明や，放射線管理区域で
のルールや注意事項等を，実際に医療現場で放射線
を扱う立場から講義を行いました。
　全体の講義を通して，情報量も多く，長時間の講
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義でしたが，受講生は皆集中して講義に耳を傾け，
理解に努めてくれていました。

4．実習と見学
　実習は 5，6人の班をつくり，①身の回りの放射
線測定，②霧箱の 2種類の実習を行いました。

4.1　身の回りの放射線測定
　GMサーベイメータを使い，図 1のように乾燥昆
布，花崗岩，リンカリ肥料，塩化カリウム，マント
ルといった試料を準備し，身近なものから放射線が
出ていることを知ってもらうと同時に，測定器の使
い方にも慣れてもらいました。また，外部被ばく防
護の三原則を実際に体験しながら学んでもらえるよ
うに，鉛や木材，プラスチック板による遮蔽効果
と，距離による重要性と放射線の種類についても学
んでもらいました。塩化カリウムやマントルなどは
バックグラウンドと比べ数値も大きく上がり，日常
の身近なもので放射線が出ていることの不思議さ
と，これまでの放射線の考えの変化が受講者たちに
あるように見受けられました。

4.2　霧箱の作成と観察
　霧箱は，蒸気の過飽和状態を利用して，放射線の
飛跡を目で見ることができる実習です。これによっ
て，実際には見えない放射線を視覚で学ぶことがで
きます。図 1のように基本的な霧箱セットはホーム
センターなどで簡単に揃えられます。小学生や学校
教員など幅広い対象の講習会でも行ってきました
が，どの講習会でも非常に興味を持ってもらえる実

習の 1つです。今回も非常にきれいに飛跡が見え，
受講者もそれが放射線ということを忘れたかのよう
に顔を近づけ，もっときれいに見えないかと工夫し
ていました。私はこの実習をする度に，見たり感じ
たりできないときは不気味や怖いと感じていたもの
が，目に見え理解するだけでその意識がこうも簡単
に変わるのだなと考えさせられます。受講者たちも
そういったことを考えながら実習を行っているよう
でした。

4.3　ホールボディカウンタの見学
　附属病院内に設置されてあるホールボディカウン
タの見学を行い，担当の放射線技師の方に説明をし
ていただきました。また希望者は実際に測定の体験
を行うなど受講生たちはとても良い経験になったよ
うです。

5．まとめ
　すべてを終えて，アンケートを行いました。講習
前後の理解度調査に加え，いろいろな意見を記入し
てもらい，それらをまとめました（図 2）。

　このアンケート結果を放射線教育支援室全体でフ
ィードバックし，更に充実した教育を目指していき
たいと思います。
　今回の講習会は学生はじめ，看護学校の先生方か
らも非常に好評で，是非今後も継続して行ってほし
いという要望が多くありました。我々放射線教育支
援室としての方針でもありますが，一時的ではなく
継続した教育を行い，できるだけ多くの方々が放射
線の知識を学んでいくことが必要です。
　そのため今年度も 8月に看護学生のための放射線
講習会の開催を決定しております。放射線教育にご
興味のある方はご連絡ください。
　当センター放射線教育支援室は今後もますます社
会に貢献していければと思いますので，皆様，ご指
導ご支援をよろしくお願い申し上げます。
 （愛媛大学学術支援センター）

図 1　実習に使用した霧箱セットと測定資料



Isotope News　2016 年 8月号　No.746 91

図 2　アンケート結果（一部抜粋）




